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11 日（水）に「星の子作業所」へ伺いました。  

代表の岸さんからは、ケアホームで過ごす利用者への支援

や本校生徒の将来に気遣いされる話が聴けました。  

就労作業は、商品の梱包や袋詰め、おでんや総菜のシール

貼りなどを行っています。利用者は体調管理に気をつけなが

ら頑張っているそうです。  

放課後等デイサービスの送迎にいつも来られる山﨑支援員さんからは、生活介護の紹介

をしていただきました。先日は、夜宮公園にどんぐりや松ぼっくりを拾いに行き、クリス

マスリースの飾り付けをしたそうです。  

調理では、なんとシュークリームを作ったとのこと。驚きです。  

慰安旅行やボウリング大会、月ごとに楽しい行事が盛りだくさんで、利用者が仲良く活

動している様子が伝わってきました。  

 

昼食時間になったので、生活介護の部屋に案内していただきました。 

本校で小学部のころから過ごした先輩たちがいました。  

原田雄一君は大きなお弁当を食べています。時折、隣の先輩にちょ

っかいをかけるので先輩から叱られていました。  

「富田先生！お仕事がんばっています」と声をかけてきたのが辰田

智美さん。お母さん手作りのかわいいお弁当をほおばっています。明る

い表情がすてきでした。嬉しい気持ちになり、学校へ戻って二人のお母

さんに電話を入れてみました。  

辰田さんからは、「旅行を始め、いろいろな行事を体験させてもらい、

よい刺激になっています。毎日、弁当も空っぽになって笑顔で帰ってく

るので、プラスアルファの気持ちです」との返事でした。  

原田葉子さん（母）からは、「なんか、学校に行っていた頃よりも楽

しく行ってるんですよ。朝はぐずることもありますが、利用者の方が玄

関先に迎えに来ると自分から着替えて出て行くんです。好き嫌いもなくなって、お弁当を

残すこともなくなりました。雄一にとってはいい選択でした」とのことでした。  

 

生活介護と言っても作業があるので、辰田さんや原田君も家を出る時は「出勤」という

ことになります。進路担当からは、利用者に対して、まず「仕事」をしに来ているのだと

いう意識づけができるようにとお願いし、岸さんにも理解していただいています。  

 

何何何何でもでもでもでも一人一人一人一人でできることがでできることがでできることがでできることが「「「「自立自立自立自立」」」」ととらえられますがととらえられますがととらえられますがととらえられますが、「、「、「、「しょうがいしょうがいしょうがいしょうがい」」」」のあるのあるのあるのある子子子子どもどもどもども

たちにとったちにとったちにとったちにとってはてはてはては、、、、本人本人本人本人のニーズとのニーズとのニーズとのニーズと適切適切適切適切なサポートでなサポートでなサポートでなサポートで「「「「自立自立自立自立」」」」ととらえるべきととらえるべきととらえるべきととらえるべきです。通勤や

居住、食生活、医療・保険、衛生管理などの支援もしっかりとできると、安心して暮らせ

ます。「星の子作業所」の取り組みに心が温まりました。 
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